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「子ども・子育て支援新制度」がスタートします
教育委員会平成27年４月

　平成24年に成立した子ども・子育て関連三法案等の法律に基づき、
幼児期の教育や保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進する

「子ども・子育て支援新制度」が平成27年４月からスタートする予定で
す。
　この新制度では、各市町村が地域の子育て家庭の状況や子育て支援へ
のニーズを把握し、これに見合った事業を計画的に実施していくことに
なっています。現在、町では昨年12月に実施したアンケート調査の結
果などを踏まえて、新制度に対応した「子ども・子育て支援事業計画」

（27年度を初年度とする５カ年計画）の策定作業を進めています。
※子ども・子育て関連三法とは、「子ども・子育て支援法」、「認定こども園法の一
部改正する法律」、「関係法律の整備等に関する法律」の３つの法律の総称です。

１．新制度における主な取り組みについて

・子育てにおいて町民が利用したい事業を見直し、地域全体で子育て支援を推進するための各種事業を行います。
・保育園や幼稚園での乳幼児期の教育や保育について、家庭や地域の実情を考慮して量と質の向上を図ります。
・放課後児童対策については、家庭や地域の実情を考慮しながら、環境改善等を進めます。

２．保育園・幼稚園等における利用申込みについて

　新制度において、手続きはこれまでと時期や流れが大きく異なるものではありませんが、保育園・幼稚園等を利用
される保護者の方に、町による「支給認定」を受けていただくことになります。この支給認定は、町の基準に基づい
て教育や保育の利用時間を ３ つの区分に認定するもので、この区分に応じて施設等の利用先が決まります。

３．新制度の利用に係る保育料について

　保育園や幼稚園などの施設利用に係る保育料は、従来どおり保護者の所得に応じた負担（応能負担）が基本です。
なお、27年度の保育料については今後設定していく予定です。
※新制度に関する新しい情報は、広報や町のホームページ等でお知らせします。

●内閣府ホームページ　　http://www8.cao.go.jp/shoushi/index.html
●お問い合わせ先　　　　教育委員会　子育て教育係　　電話　0267（56）2311　　有線　2311

３つの認定区分

１号認定 　教育標準時間認定　満３歳以上の教育を希望する子ども

	 利用先　幼稚園、認定こども園

２号認定 　保育認定（満３歳以上）　満３歳以上の保育を必要とする子ども

	 利用先　保育所、認定こども園

３号認定 　保育認定（満３歳未満）　満３歳未満の保育を必要とする子ども

	 利用先　  保育所、認定こども園、地域型保育
※新制度へ移行しない私立幼稚園は、支給認定を受けずに入園可能です。
　新制度の詳細は内閣府ホームページをご覧ください。
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環境保健係狂犬病予防注射を必ず受けましょう!!

狂犬病予防注射　秋の集合注射の実施について
　平成26年度、狂犬病予防注射「秋の集合注射」を下記の日程で実施します。
今年度未注射及び生後90日を経過した犬の飼い主の方には、狂犬病予防注射申請ハガキを郵送しますので、都合
のよい実施場所で必ず注射を受けてください。
　新規登録をされる場合は、役場又は実施場所で申請してください。

●	日　程

●	手数料（料金）

10月25日㈯
蓼科ふれあいセンター前 10：00～10：15
立科町役場駐車場 10：50～11：10

登録済の犬（注射料のみ）……………3,310円
新規登録の犬（注射料+登録料）……6,310円
※お釣りのないよう持参してください。

狂犬病とは
　狂犬病は、人と動物の共通感染症です。
効果的な治療法はなく発病するとほぼ死亡
するという恐ろしい病気です。
狂犬病予防法による義務
　狂犬病予防法により犬の飼い主は、狂犬
病予防注射を毎年１回受けることが義務づ
けられています。これを怠ると20万円以下
の罰金に処せられることがあります。

秋の集合注射の対象となる犬
　生後90日を経過したすべての犬で今年度未注射の犬。譲り受けた犬や室内犬であっても対象となります。
・犬が死亡している場合は、ハガキに「死亡」と書いて提出してください。
・犬が病気、衰弱等により注射を受けられない場合は、獣医師の「猶予証明書」の提出をお願いします。
・首輪に鑑札、注射済票、名札等飼い主のわかるものを必ず付けましょう。
※不明な点は環境保健係へお問い合わせください。
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損
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れ
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が
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ぐ
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処
理
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に
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ご
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が
不
明
の
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で
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な
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町
で
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、
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投
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発
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を

作
製
設
置
し
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一
定
の
成
果
を
あ
げ
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ま
す
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。
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関
係
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人　

  

５
年
以
下
の
懲
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又
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法
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３
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掃
法
第
５
条
関
係
）
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０
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３
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６
３
）
３
１
６
６

環
境
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係

廃
棄
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ご
み
）の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！河川へのごみ不法投棄
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Ｏ
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日
常
の
色
々
な
場
面
で
、
身
近
な
人
の
困
っ
て
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る
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話
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傾
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つ
な
ぎ
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ト
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と
な
り
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要
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途
切
れ
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携
し
、
そ
の
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も

「
見
守
る
」
こ
と
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
に
な

り
ま
す
。

　
大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た
め
、
大
勢
の
方
に
心

の
健
康
へ
の
理
解
を
深
め
、
日
常
生
活
で
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
心
に
と
め
て
頂
く
こ
と
で

「
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
」
に
つ
な
が
り
、
自
殺

を
未
然
に
防
げ
る
よ
う
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
‼

食
生
活
で
じ
ょ
う
ず
に
防
ご
う
！

　
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
秋
本
番
。
実

り
の
秋
、
食
欲
の
秋
…
…
が
や
っ
て
き
ま
す
。

夏
バ
テ
ぎ
み
だ
っ
た
体
調
も
戻
り
、
食
べ
物
が

お
い
し
く
な
る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
食
べ
過
ぎ
、

飲
み
過
ぎ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
肥
満
に
な
る
原
因
の
約
６
割
が
食
生
活
に
問

題
が
あ
る
と
か
!?
だ
か
ら
こ
そ
、
食
生
活
の
見

直
し
が
大
切
な
の
で
す
。

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

①

主
食
は
雑
穀
、
玄
米
な
ど
食
物
繊
維
の
多
い

も
の
を
追
加
す
る
。

②
主
菜
（
肉
・
魚
な
ど
）
を
食
べ
過
ぎ
な
い
。

③

洋
食
よ
り
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
お
か
ず
が
中

心
の
和
食
を
心
が
け
る
。

④

一
口
ご
と
に
箸
を
お
く
な
ど
、
出
来
る
だ
け

時
間
を
か
け
て
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。

⑤

食
事
を
抜
く
の
は
逆
効
果
。
１
日
３
食
き
ち

ん
と
食
べ
る
。

⑥
食
事
は
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
ん
で
味
わ
う
。

⑦
間
食
は
し
な
い
！
で
は
な
く
、
控
え
る
。

⑧

ど
う
し
て
も
食
べ
た
い
も
の
は
午
前
中
に
食

べ
る
。

⑨
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
買
い
置
き
し
な
い
。

環境保健係

みんなで

食
育

「
守
ろ
う  

大
切
な
い
の
ち
」

誰
も
が
自
殺
予
防
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う

環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

　
　
肥　
満

●初級編　●	会　場　佐久市交流文化館浅科		穂の香ホール（穂乃香の湯道向かい）
　　　　　●	対　象　関心のある方ならどなたでも

●中級編　●	会　場　佐久市勤労者福祉センター２階・第５会議室
　　　　　●	対　象　初級編講座を受講された方（定員：80名・先着順）

＊受講は無料です。　＊初級編・中級編同時申込も可能です。

この研修会は、佐久地域定住自立圏形成協定に基づき実施します。

日　時 講義内容／講師 締切り／申込み先

10月29日㈬
午後1：30
～3：30

研修Ⅰ
「自殺の実態とゲートキーパーについて」
・講師　佐久市健康づくり推進課
　　　　健康増進係長　吉江紀子氏
研修Ⅱ
「心の健康の理解～うつ病・アルコール問題を中心に～」
・講師　小諸高原病院　診療部長　村杉謙次氏

10月20日迄
環境保健係へ

電話56－2311
（有線）2311

日　時 講義内容／講師 締切り／申込み先

11月17日㈪
午後1：30
～3：30

研修
「身近な方の変化に気付いた時～

『気づき』『傾聴』『つなぎ』『見守り』の実際～」
・講師　臨床心理士　丸山歌織氏

11月７日迄
環境保健係へ

電話56－2311
（有線）2311
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立科の水源（塩沢堰）めぐり学習会
～地下水について知ろう～

眼科巡回検診が開催されます
～ご存知ですか！	眼も定期検診が必要です～

●日　　時　11月16日㈰　午後１時～４時
●会　　場　蓼科ふれあい健康支援センター女神
●対　　象　蓼科地区にお住まいの住民の方で、現在眼科治療を受けていない方
●定　　員　50名程度（定員になり次第締め切ります。）
●検診内容　細隙灯（さいげんとう）検査、眼底検査
　　　　　　※上記以外の検査は行いません。
　　　　　　　白内障・緑内障等の眼疾病の早期発見を目的としています。
●担当医師　長野県眼科医会所属の眼科医
●費　　用　無料
●お申し込み先　環境保健係　電話 56－2311・有線 2311
＊申し込みされた方には、受診時間等詳細を担当より後日連絡いたします。

環境保健係

環境保健係

眼科医
過疎地域

対象

　地下水の保全の大切さを学ぶための学習会を開催します。
　今回は「立科の水の流れについて」学びます。立科の水
源地や用水路を見学しましょう。

■…主　　催　蓼科の水を考える会、立科町

■…日　　時　10月18日㈯　午前８時30分から正午まで
　　　　　　…※小雨決行。雨具等をご持参ください。

■…集合場所　立科町中央公民館（大会議室）
　　　　　　※解散　立科町中央公民館前駐車場

■…見 学 先　弁天神（水源）、番所石樋（用水路）

■…参加要件　……町民の方ならどなたでもご参加いただけます。
親子での参加も大歓迎です。

■…募集定員　定員25名。定員になり次第締め切ります。

■…参 加 費　無料

■…申 込 先　環境保健係
　　　　　　…電話…56－2311　有線…2311
　　　　　　…10月15日㈬までにお申込みください。

眼科医過疎地域とは……半径10㎞以内に眼科医療機関が無い地域です。



環境保健係10月からインフルエンザ・高齢者肺炎球菌の
予防接種が始まります

　対象となる方には、予診票等をお送りします。町内医療機関等県下の指定医療機関で予約の上、接種を受けま
しょう。
■インフルエンザワクチン 期間  10月～12月 回数  年に１回 対象   65歳以上 料金   1,000円　
■高齢者の肺炎球菌ワクチン 期間  10月～ ３月 回数  １回（生涯で） 対象   下記の表 料金   2,000円
※過去に肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスNP）の接種を受けたことがある方は対象になりません。

対象者（生年月日） 対象者（生年月日）

65歳 昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生 90歳 大正13年４月２日～大正14年４月１日生

70歳 昭和18年４月２日～昭和19年４月１日生 95歳 大正８年４月２日～大正９年４月１日生

75歳 昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生 100歳 大正３年４月２日～大正４年４月１日生

80歳 昭和８年４月２日～昭和９年４月１日生 101歳以上 大正３年４月１日以前の生まれ

85歳 昭和４年４月２日～昭和５年４月１日生
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お問い合わせ先　環境保健係　TEL	56 － 2311（内線 223)　㈲ 2311

婦人科（子宮頸がん）検診・骨密度検診のお知らせ
―20歳代から急増する子宮頸がんの早期発見のために―

　子宮がんは、子宮頸部（入り口）にできるがんと子宮体部（奥の方）にできるがんに大きく分類されます。
　今回実施する子宮がん検診では、子宮頸部にできるがんについて調べます。
　内容は問診、内診、視診に加え子宮頸部の細胞を擦り取り顕微鏡で調べる細胞診を行います。細胞診はごく初
期の状態のがんを発見することができます。
※月経異常や痛み、出血等の自覚症状がある場合は、直接医療機関を受診することをお勧めします。

　骨の量は、20歳代でピークに達し、その後徐々に減り始め、特に女性は閉経後に急激に減少します。骨量が減
り、ちょっとしたはずみで骨折しやすくなる骨粗しょう症は、65才以上の方や女性に多いのが特徴です。検診を
受けて自分の骨密度を把握し、骨粗しょう症を予防していきましょう。

※4月に申し込みをされている方には、問診票をお送りしております。
※受診希望の方で通知が届いていない方は、環境保健係までお問い合わせください。
※「子宮頸がん検診無料クーポン券」をお持ちの方は、婦人科検診を無料で受けることができます。当日クーポン

券をお持ちください。

環境保健係

　　　　　　立科町老人福祉センター　　　　　　　　12：45〜13：15

婦人科検診

骨密度検診

会　　場 受付時間

検診名 実施日 対象者 内　容 料　金

婦人科
10月１日(水)
10月２日(木)
10月９日(木)

20歳以上：２年に１回
（目安として偶数年齢）

子宮頸部
細 胞 診 1,000円

骨密度 10月１日(水)
10月２日(木)

20～70歳：３～５年に１回
(閉経後５年間又は経過観察者は毎年)

かかとの
超音波検査 600円
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地域包括支援センター・福祉係

地域包括支援センターです！こち ら 福祉係

秋です！ お出かけしましょう！
　外出することが少なく室
内にいる時間が長いと、気
づかぬうちに体力が衰えて
しまいます。毎日、外出し
ている人に比べ、外出頻度
が１週間に１回以下の人は
歩くことに障がいが出るリ
スクは約４倍、認知機能に
障がいが出るリスクは約
3.5倍といわれています。

〈閉じこもり予防・改善のポイント〉
①規則正しい生活を心がける
②できることは自分でやる
③身なりを整えて気持ち良く
④身体を積極的に動かそう

⑤好奇心・関心をもつ
⑥人との交流を広げる
⑦社会的役割をもつ

〈閉じこもりが心身に及ぼす悪循環〉　
何もせずじっとして
ばかりいると…
動くとすぐ疲れる

動かないので
食欲も出ない…
病気に対する
抵抗力がなくなる

活動範囲がせばまり
関心事が減ると…
行動意欲がなくなる

家から出ない日が
続くと…
足腰が弱くなる

　平成26年４月からの消費税の引き上げによる負担を軽減する措置として、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給
付金が支給されます。
　申請書が届いている方は、支給要件をご確認いただき申請をお願い致します。また、申請書が届かない方で、下記
の要件に該当すると思われる方は、役場までお越しください。
●申請受付期間　平成26年９月１日～平成26年12月１日
●申請書類　　　・申請書　・本人確認書類（印字されている方全員分）　・通帳　・印鑑
●申請書提出先　立科町役場　町民課　福祉係
●窓口受付時間　（平日）午前８時30分～午後５時15分まで　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）は午後７時まで

●お問い合わせ先　　福祉係　　電話　0267（56）2311　　有線　2311

（要件）
①平成26年１月１日において立科町に住民登録がある方。
②平成26年度分住民税（均等割）が課税されていない方。
　（非課税者）
　ただし、以下の場合は対象外となります。
　・課税されている方に扶養されている場合
　・生活保護制度の被保護者となっている場合等
（支給額）
対象者１人につき１万円　
対象者の内、次に該当する方は５千円を加算
（加算要件）
老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金・
児童扶養手当・特別障害者手当等の受給者。

（要件）
①平成26年１月１日において立科町に住民登録がある方。
②平成26年１月分の児童手当の受給者。
　ただし、以下の場合は対象外となります。
　・平成25年の所得が、児童手当の所得制限限度額以上の方
　・臨時福祉給付金の支給対象者
（支給額）
児童手当の対象となる児童１人につき　１万円

　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金を装った「振
り込め詐欺」や「個人情報の窄取」にご注意ください。
　立科町や、その他関係機関よりATM（銀行・コンビニなど
の現金自動支払機）の操作をお願いすることはありません。

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

福祉係臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金受付期間中です
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『ハートフル介護相談室』開設について

　下記により介護相談室を開設します。介護についてどんなことでも結構です。
皆様からの相談をお待ちしています。

●日　時　10月より毎週土曜日……午前10時〜午後３時まで
●場　所　ハートフルケアたてしな　徳花苑相談室
＊  居宅介護支援事業所の介護支援専門員（ケアマネジャー）が、

お話を伺います。

●お問い合わせ先　

　　　　　　　　　電話　56－1955（有線……4501）

家のお風呂に
入るのが大変…

介護にかかる
お金はどのくらい？

介護用品の
紹介をしてほしい

農林係

─ 新規参加集落の募集について ─
中山間地域等直接支払制度が来年度も継続されます

　第３期対策期間（平成22年度から平成26年度まで）においては、町と協定を交わした23集落が本制度を
利用し、集落の農業生産活動や多面的機能を増進する活動を行ってきました。
　来年度から第４期対策（平成27年度から平成31年度まで）が実施される予定です。
　新規に制度を利用したい集落は、農林係までお問い合わせください。

これまでの実績はホームページをご覧ください。
http://www.town.tateshina.nagano.jp/kurashi/92/001716.html

中山間地域等直接支払制度とは……
中山間地域などの農業生産条件が不利な地域において、5年以上農業を続けることを約束した集落協
定内の農家の方々に対して、交付金を交付する制度です。

　町では、健康づくりに対する意識を高めることで、医療費適正化の実現と、健康で豊かな生活を確保する
ことを目的に、分館単位で巡回講座「健康と医療費を考える会」を開催します。
　開催日につきましては、後日お知らせしますので、多くの皆様のご参加をお願いします。

「健康と医療費を考える会」を開催します

●開催時間　　午後７時30分～８時30分
　　　　　　　※地区行事等により変更となる場合があります。

●場　　所　　各公民館又は集会所

●内　　容　　医療費の適正化について
　　　　　　　生活習慣病予防について

環境保健係



9 広報たてしな  2014年10月

松くい虫伐採事業を行っています ─松林所有の皆様へ─ 農林係
　町では、松くい虫の被害拡大及び枯損木の倒壊による二次被害を予
防するため伐採を行っています。
　この事業では、国の補助制度を活用し、対象松林内(私有林含む)に
おいて、被害木の駆除処理を行っています。（山林内に限定されており、
また、予算に限りがあるので被害木全てが伐採されないこともありま
す。）
　この事業の実施にあたり、所有者の方にご連絡なく被害木を処理し
ますが、ご理解とご協力をお願いします。
　また、山林外（墓地・宅地等）の被害木については別の補助事業を
ご活用ください。詳細につきましては農林係までお問い合わせください。

住宅用まきストーブの購入に補助金を交付します 農林係
　町では、住宅用のまきストーブの購入に補助金を交付しています。
　補助額は、まきストーブ本体購入費（煙突等の付属物また工賃は除く）の1/4以内で、上限10万円です。予
算に限りがありますので、詳細につきましては農林係までお問い合わせください。

１.…申込期間
　  平成26年11月11日㈫～12月11日㈭まで（先着順）

※ただし、未経験者の方を優先するため、経験者（平成21年度～25年度の間に耕福館でみそづくりを
体験したことのある者）を含むグループは、11月25日㈫からの受付になります。

２.…利用期間
　  平成27年１月５日㈪～４月29日㈬まで
３.…利用料金
　 ・1日あたりの当館利用料　1,000円、1回の麹発酵機使用料　1,000円
　※みそづくりは、原則３日間の工程です。麹持参の場合は２日間の工程が目安です。
　　（前日に耕福館を使用し、洗米を行う場合は別途使用料が発生します。）
　  　例１    ３日間の工程（洗米で耕福館を使用しない場合）で麹発酵機を使用した場合
　　　　　　＠1,000円×３日間＝3,000円、　＠1,000円×１回＝1,000円　　計　4,000円
　  　例２    ４日間の工程（前日に洗米を耕福館で行う場合）で麹発酵機を使用した場合
　　　　　　＠1,000円×４日間＝4,000円、　＠1,000円×１回＝1,000円　　計　5,000円
４.…申込先

立科町役場  農林係（電話56－2311、有線2311）窓口で申請書の記入をお願いします。
　  受付時間　午前９時～午後５時まで
　  ※印鑑をご持参ください。
　  ※電話・有線等での申し込みはお受けできませんのでご注意ください。

　交流促進センター「耕福館」では、今年も冬場の風物詩「みそづくり体験」を実施します。農閑期を利用し大勢の
皆様に体験いただき、技術を学んで自家製の「みそ」がつくれるようになりましょう。未経験者の皆様方大歓迎です。
　未経験者の皆様につきましては、必要に応じてスタッフが指導いたします。
　（１回に約60㎏のみそが出来上がります）

みそづくり体験学習 農林係
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？
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？
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「
ど
う
し
て
自
転
車
に
乗
る
と
き
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
被か

ぶ

ん
な
き
ゃ
な
ら
ね
え
ん
だ
？
」

　
こ
の
よ
う
な
「
な
ぜ
？
」
は
、
理
由
や
原
理

を
知
り
た
い
と
い
う
「
知
的
欲
求
の
な
ぜ
？
」

と
は
異い

質し
つ

で
あ
る
こ
と
を
、
荒
び
る
中
学
生
の

生
徒
指
導
を
通
し
て
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
な
ぜ
？
」
を
、
老
生
は
「
不
満
の
な

ぜ
？
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

混同してはならない二つの「なぜ？」
～「知的欲求のなぜ？」と

「不満のなぜ？」～

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分
　電話56−3131（呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前11時40分〜午後１時30分
　電話56−0303（直通）
　有線8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日
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そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
「
不
満
の
な
ぜ
？
」

に
対
し
て
、「
知
的
欲
求
の
な
ぜ
？
」
の
答
え
に

終
始
し
ま
す
と
、
子
ど
も
と
の
意い

思し

の
疎そ

通つ
う

に

大
き
な
ズ
レ
が
生
じ
、
時
に
は
子
ど
も
と
の
信

頼
関
係
に
深
い
亀き

裂れ
つ

が
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
学
習
す
る
こ
と
の
目
的
や
意
味
を
見み

い

出だ

せ
ず
、

ど
う
し
て
も
勉
強
す
る
気
に
な
れ
な
い
子
が
、

親
や
教
師
に
、「
な
ぜ
勉
強
を
し
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
の
？
」
と
問
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
親
や
教
師
が
、「
人
格

形
成
の
た
め
に
必
要
な
の
だ
。」
と
か
、「
学
業

は
学
生
の
本
分
だ
。」
と
か
、「
高
校
に
合
格
す

る
た
め
だ
。」
と
か
、
ま
た
、「
こ
の
教
科
で

習
っ
た
こ
の
知
識
や
技
能
は
、
将
来
、
こ
う
い

う
場
面
で
役
立
つ
。」
と
か
、
既す

で

に
子
ど
も
自

身
が
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
「
正
し
い
理

由
」
を
挙あ

げ
、
必
死
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
て

　
「
知
的
欲
求
の
な
ぜ
？
」
と
「
不
満
の
な

ぜ
？
」
は
、
理
由
を
問
う
言
い
方
で
あ
る
点
は

共
通
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
相
手
に
求
め
て

い
る
も
の
は
明
ら
か
に
異
な
り
ま
す
。

　
特
に
子
ど
も
の
「
不
満
の
な
ぜ
？
」
に
は
、

大
人
や
大
人
社
会
に
対
す
る
反
抗
心
や
不
信
感

な
ど
を
背
景
に
、
次
の
よ
う
な
感
情
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
留

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
子
は
、「
不
満
の
な
ぜ
？
」
の
根
底
に
、

そ
の
こ
と
に
対
す
る
反
発
を
抱い

だ

い
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
決
し
て
理
由
を
知
り
た
い
わ

け
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
を
止や

め
て
、
自
分

の
要
望
や
主
張
を
許き

ょ

認に
ん

可か

し
て
ほ
し
い
と
い

う
の
が
そ
の
子
の
本
意
で
あ
る
。

○
「
不
満
の
な
ぜ
？
」
を
次
々
に
発
す
る
子
は
、

深
刻
な
成
長
上
の
課
題
を
抱か

か

え
、「
不
満
の

な
ぜ
？
」
を
通
し
て
、
も
っ
と
自
分
を
親
身

に
、
温
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
無
意
識
に
表
出
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、「
不
満
の
な
ぜ
？
」
に
対
し

て
、
そ
の
こ
と
の
目
的
や
理
由
、
根
拠
、
利
点
、

経け
い

緯い

な
ど
を
何
十
、
何
百
と
列れ

っ

挙き
ょ

し
て
も
、
ま

ず
納
得
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
大
人
の
剣
幕
に
押

さ
れ
て
、
渋
々
納
得
し
た
よ
う
な
態
度
を
示
す

こ
と
は
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
要

望
や
主
張
が
全
面
的
に
受
容
さ
れ
る
か
、
そ
の

行
為
が
許
さ
れ
る
か
し
な
い
限
り
、
そ
の
子
は

納
得
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　
「
不
満
の
な
ぜ
？
」
は
、
む
ろ
ん
中
学
生
だ

け
が
発
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
老ろ

う

若に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ

を
問
わ
ず
、
至
る
所
で
日
常
的
に
交か

わ
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
老
生
も
折
々
、「
不
満
の
な
ぜ
？
」
を
心
の
中

で
つ
ぶ
や
い
た
り
、
口
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
交
差
点
内
で
追
い
越
し
を
す
る
ん

だ
？
」（
危
険
極き

わ

マ
リ
ナ
イ
ノ
デ
、
止や

メ
テ
ク

レ
。
ソ
モ
ソ
モ
交
通
違
反
ダ
。
急
イ
デ
イ
タ
？　

ソ
ン
ナ
コ
ト
理
由
ニ
ナ
ラ
ナ
イ
。）

　
「『
こ
こ
は
、
車
い
す
使
用
者
な
ど
身
体
の
不

自
由
な
方
の
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
。』
と

い
う
案
内
や
マ
ー
ク
の
あ
る
駐
車
場
所
に
、
な

ん
で
健
常
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
駐
車
す
る
の

だ
？
」（
嘆
カ
ワ
シ
イ
限
リ
ダ
。
所
定
ノ
位
置

二
キ
チ
ン
ト
駐
車
シ
ナ
サ
イ
。
混こ

ン
デ
イ
タ
？　

ソ
ン
ナ
理
由
ヲ
訊き

イ
テ
イ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
。）

　
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
も
、「
不
満
の

な
ぜ
？
」
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
ご
く
一
部

の
メ
デ
ィ
ア
は
、
二
つ
の
「
な
ぜ
？
」
を
故
意

に
混
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
扇せ

ん

動ど
う

的
な
報
道

を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

事
件
や
事
故
の
当
事
者
に
、
反
省
と
謝
罪
、
決

意
を
申
し
述
べ
る
し
か
な
い
「
不
満
の
な

ぜ
？
」
を
ぶ
つ
け
て
お
き
な
が
ら
、「
知
的
欲

求
の
な
ぜ
？
」
の
答
え
を
要
求
し
、
そ
こ
に
当

然
生
ず
る
矛む

盾じ
ゅ
んや
曖あ

い

昧ま
い

さ
を
根
拠
に
、「
当
事

者
と
し
て
の
使
命
感
や
見
識
、
誠
意
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
反
省
も
乏
し
く
、
事
の
重
大
性
を
認

識
し
て
い
な
い
。」
と
煽あ

お

る
の
で
す
。

も
、
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
子
ど
も
と
の
気
持
ち

の
ズ
レ
が
増ぞ

う

幅ふ
く

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
な
ぜ
？
」
は
、
理
由
や

真
理
を
問
う
「
知
的
欲
求
の
な
ぜ
？
」
で
は
な

く
、
屈
折
し
た
複
雑
な
感
情
を
表
出
す
る
「
不

満
の
な
ぜ
？
」
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
「
な
ぜ
？
」
を
混
同

せ
ず
、
子
ど
も
の
勉
強
を
し
た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
を
全
面
的
に
受
容
し
、
共
感
す
る
こ
と

が
大
事
に
な
り
ま
す
。
今
、
子
ど
も
に
学
習
意

欲
を
抱
け
な
い
何
か
が
起
こ
っ
て
い
る
と
受
け

止
め
、
一
緒
に
悩
み
、
考
え
な
が
ら
、
親
（
教

師
）
と
し
て
の
切
な
る
思
い
を
子
ど
も
に
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

で
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
の
気
持

ち
に
よ
り
寄
り
添
う
接
し
方
か
と
存
じ
ま
す
。

♠　
♢　
♥　
♧　
♠　
♢　
♥　
♧　

　
子
ど
も
が
発
す
る
「
知
的
欲
求
の
な
ぜ
？
」

と
「
不
満
の
な
ぜ
？
」
を
判
別
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
…
…
？

　
そ
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
子
ど
も
の
口
ぶ
り
や
表
情
、
態
度
な
ど
か

ら
感
じ
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
信
が
な
い
…
…
？

　
で
は
、「
な
ぜ
？
」
を
発
し
た
子
ど
も
自
身

に
、
そ
の
動
機
や
そ
の
時
の
気
持
ち
を
確
か
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
は
っ
き
り
し
な
い
…
…
？

　
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
不
満
の
な
ぜ
？
」
で
す
。
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　長野県金融広報委員会では、金融教育・消費者教育の必要性について考える機会
として、立科中学校での公開授業に併せて講演会を開催します。
　立科町教育委員会では、例年、青少年育成講演会を開催しておりますが、今年度
は、本講演会を後援することとしご案内いたします。
　●日　時　10月28日（火）午後２時45分～４時５分（予定）
　●場　所　立科中学校　体育館
　●演　題　「金融教育を考える～日米の生活体験を通じて～」
　●講　師　翻訳家・タレント・山形弁研究家　ダニエル・カール 氏
　●お問い合わせ先　
　　　長野県金融広報委員会　　　　　　電話  026－227－1296
　　　立科中学校　　　　　　　　　　　電話  56－1076　有線  2251
　　　教育委員会　社会教育人権政策係　電話  56－2311　有線  2311

長野県金融教育講演会開催のお知らせ 教育委員会

　
今
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
市
と
姉
妹
都
市
提

携
40
年
目
を
迎
え
、
６
月
の
オ
レ
ゴ
ン
市
か
ら
の
訪
問
を

受
け
、
町
よ
り
森
澤
副
町
長
・
浦
野
健
司
姉
妹
都
市
委
員

長
ほ
か
総
勢
６
名
が
、
８
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
の
５
日

間
の
日
程
で
オ
レ
ゴ
ン
市
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
オ
レ
ゴ
ン
市
で
は
エ
リ
ス
・
ル
ナ
ス
姉
妹
都
市
委
員
長
、

ダ
グ
・
ニ
ー
リ
ー
市
長
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
歓
迎
を
受
け
、
オ
レ
ゴ
ン
の
緑
豊
か
な
大
自
然
、
壮
大

な
歴
史
や
長
年
培
っ
て
き
た
文
化
な
ど
を
直
接
肌
で
感
じ

る
と
共
に
、
友
好
的
で
心
優
し
い
オ
レ
ゴ
ン
の
人
々
と
ふ

れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
両
市
町
の
交
流
が
末
永
く
続
く
と
共
に
、
更
な

る
友
好
の
発
展
を
願
い
、
町
か
ら
は
小
宮
山
町
長
よ
り
託

さ
れ
た
蛇
の
目
傘
の
ほ
か
、
木
彫
り
の
飾
り
皿
や
手
ま
り

な
ど
を
ダ
グ
・
ニ
ー
リ
ー
市
長
や
エ
リ
ス
・
ル
ナ
ス
姉
妹

都
市
委
員
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
オ
レ
ゴ
ン
市
か
ら
は
40
周
年
の
記
念
品
と
し
て
、
地
元

の
陶
芸
家
が
製
作
し
た
鮭
の
描
か
れ
た
お
皿
が
森
澤
副
町

長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
６
月
に
来
町
さ
れ
た
ご
家
庭
な
ど
、
４
つ
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
３
泊
）
を
し
て
、

２
か
月
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
更
に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

オ
レ
ゴ
ン
市
・
立
科
町

姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記
念
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
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皆
さ
ん
ラ
ジ
オ
は
聞
き
ま
す
か
？
私

は
仕
事
を
し
な
が
ら
毎
日
の
よ
う
に
聞

い
て
い
ま
す
が
、
家
や
車
の
中
で
も
流

し
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
は
何
か
を
し
な

が
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
や
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ

情
報
を
得
ら
れ
る
便
利
な
も
の
で
す
。

　
仕
事
中
は
時
計
代
わ
り
に
も
な
っ
て
お
り
、

自
分
の
部
屋
で
は
な
ん
と
な
く
Ｂ
Ｇ
Ｍ
感
覚
で

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が

ら
何
か
を
す
る
こ
と
は
脳
に
と
て
も
良
い
そ
う

で
す
。
耳
で
は
そ
の
内
容
を
聴
き
な
ん
と
な
く

想
像
を
し
、
目
と
手
は
目
の
前
の
こ
と
を
す
る

こ
と
で
脳
が
活
性
化
す
る
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ジ
オ
は
災

害
時
に
重
宝
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
か

ら
も
様
々
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
実
際
３

年
前
の
大
震
災
で
は
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
音
楽

に
癒
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝
え
ら
れ
る
情

報
が
と
て
も
役
に
立
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
ジ

オ
を
聴
く
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

に
最
近
か
ら
有
料
で
全
国
の
ラ
ジ
オ
局
の
番
組

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
便
利
な

世
の
中
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ

の
音
質
や
雰
囲
気
の
方
が
好
き
で
す
。

　
近
年
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
娯
楽
に
防
災
に
、
皆
さ
ん
も
ラ
ジ
オ
を

聴
く
習
慣
を
つ
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

Ｙ
・
Ａ

第57号
●発行：立科町公民館　●編集：館報編集委員会　TEL…0267-56-2311㈹

「豊
ほう

田
でん

」［写真提供：蓼科写真クラブ］

風見鶏
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オ
レ
ゴ
ン
市
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て川

崎　

成
道

　
僕
は
オ
レ
ゴ
ン
市
へ
行
き
、
い
ろ
い
ろ
な
文

化
の
違
い
を
体
感
し
て
き
ま
し
た
。

　
僕
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
家
族
は
、
子
供
が

九
人
も
い
て
三
世
代
十
三
人
の
大
家
族
で
し
た
。

広
い
庭
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
が
あ
り
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。　

　
四
日
目
の
日
曜
日
に
、
教
会
で
礼
拝
を
し
て

公
園
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
ま
し
た
。
毎
週
日
曜

日
は
礼
拝
に
行
っ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く
そ
う

で
す
。
教
会
で
は
、
歌
を
歌
っ
た
り
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
公
園
で
そ

こ
に
い
た
人
達
と
一
緒
に
な
っ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン
の
人
々
は
と

て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

小
中
校
一
貫
校
を
訪
問
し
た
日
は
、「
パ

ジ
ャ
マ
デ
ー
」
の
日
で
し
た
。
い
つ
も
家
で
着

て
い
る
パ
ジ
ャ
マ
を
学
校
に
着
て
く
る
日
で
し

た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
日
が
あ
る
の
か
不
思
議

に
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
市
内
見
学
で
は
、

消
防
署
を
見
学
し
た
り
、
オ
レ
ゴ
ン
市
で
最
初

に
市
長
に
な
っ
た
人
の
家
や
、
築
百
年
以
上
の

図
書
館
も
見
ま
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン
は
歴
史
が
深

い
町
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
五
日
目
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
渓
谷
や
マ
ル
ト
ノ

マ
滝
を
観
光
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
渓
谷
は
、

も
っ
と
Ⅴ
字
形
で
狭
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

底
が
大
き
な
河
口
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
が
あ
っ
て

驚
き
ま
し
た
。
大
地
の
雄
大
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
夜
は
、
オ
レ
ゴ
ン
の
人
達
が
さ
よ

な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
初

め
て
七
面
鳥
を
切
っ
た
り
原
住
民
に
つ
い
て
の

説
明
を
聞
い
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　
最
終
日
に
は
、「
僕
、
本
当
に
帰
る
の
か
な
」

と
思
っ
て
し
ま
う
程
充
実
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
し
た
。
言
葉
は
伝
わ
ら
な
く
て
も
、
親
切
に

し
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
僕
に
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

櫛
田　

有
佳

　
私
は
、
三
月
二
十
日
〜
二
十
七
日
に
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州
に
あ
る
オ
レ
ゴ
ン
市
で
、

一
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
は
自
分
か
ら
行
っ
て
み

た
い
と
言
い
、
申
し
込
ん
だ
け
れ
ど
、
実
際
に

行
く
と
決
ま
る
と
ア
メ
リ
カ
で
一
週
間
生
活
を

送
る
事
が
で
き
る
の
か
、
英
語
で
の
会
話
を
き

ち
ん
と
す
る
事
が
で
き
る
の
か
な
ど
不
安
が
沢

山
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
毎
日
私
達
の
事
を
気
遣
っ
て
く
れ
た
り
、

会
話
を
す
る
時
は
分
か
り
や
す
い
英
語
で
ゆ
っ

く
り
話
し
て
く
れ
た
の
で
沢
山
あ
っ
た
不
安
は

消
え
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
一
緒
に
オ
レ
ゴ
ン
市
へ
行
っ
た

他
の
中
学
生
と
そ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
達
と

幼
稚
園
、
小
中
高
一
貫
校
、
市
役
所
を
訪
問
し

た
り
、
市
内
ツ
ア
ー
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
渓
谷
な
ど

を
訪
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
な
ど
で
は
、
現
地
の

人
達
と
交
流
を
し
た
り
、
市
内
ツ
ア
ー
で
は
オ

レ
ゴ
ン
の
自
然
の
豊
か
さ
を
肌
で
感
じ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
他
の
日
に
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
開
か
れ
て
い

る
青
空
市
や
ビ
ー
チ
な
ど
色
々
な
所
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
、
私
達
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
体
験
を
通
し
て
良
か
っ
た
な
と

思
う
事
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
異
文
化

に
つ
い
て
学
べ
た
事
、
ア
メ
リ
カ
の
生
活
を
体

験
で
き
た
事
、
英
語
で
の
会
話
力
を
向
上
さ
せ

ら
れ
た
事
で
す
。

　
特
に
ア
メ
リ
カ
の
生
活
を
体
験
で
き
た
と
い

う
の
は
、
貴
重
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
れ
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
私
達
は
で

き
な
い
事
だ
と
思
う
し
、
将
来
も
う
一
度
そ
の

体
験
を
す
る
と
い
う
の
は
、
簡
単
に
で
き
る
事

で
は
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
ま
た
、
日
本
と

ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
違
い
に
も
気
付
く
事
が
で

き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
体
験
を
通

し
て
学
ん
だ
事
は
こ
れ
か
ら
様
々
な
所
で
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

収
穫
の
多
か
っ
た

オ
レ
ゴ
ン
派
遣
事
業杉

木　
　

花

　
オ
レ
ゴ
ン
派
遣
事
業
は
、
目
標
と
し
て
い
た

事
の
達
成
、
新
た
な
発
見
や
学
び
と
大
変
収
穫

の
多
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
目
標
と
し
て
い

た
こ
と
は
、
積
極
的
に
英
語
で
会
話
を
楽
し
む

事
、
海
外
に
友
達
を
作
る
事
で
す
が
、
い
ず
れ

も
叶
い
ま
し
た
。
ま
た
発
見
や
学
び
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
感
想
文
に
し
提
出
し
ま

姉妹都市へ行ってきました！
〜中学生の作文特集〜

平成25年度
中学生オレゴン市派遣事業
平成26年３月20日〜27日
中学生８名　引率者３名
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し
た
が
枠
の
都
合
で
１
／
４
に
納
め
な
く
て
は

な
ら
ず
、
最
も
印
象
的
だ
っ
た
事
を
簡
単
に
四

つ
に
ま
と
め
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
日
曜
の
教
会
で
の
サ
ン
デ
ー

ス
ク
ー
ル
で
す
。
毎
週
教
会
で
は
ミ
サ
に
続
き

子
供
達
が
年
齢
に
あ
っ
た
聖
書
の
勉
強
を
し
ま

す
。
皆
、
熱
心
に
学
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
新
約
、
旧
約
聖
書
は
大
変
難
し
い
は
ず

で
す
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
内
容
を
習
得
す
る
仕

組
み
が
あ
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
中
学
校
の
授
業
で
す
。
数
学
の
授

業
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
生
活
の
中
で
の
お
金

の
流
れ
を
計
算
し
て
ゆ
く
も
の
で
、
例
え
ば
収

入
に
対
し
、
ど
れ
だ
け
を
貯
蓄
、
生
活
費
、
投

資
な
ど
に
充
て
る
か
と
い
う
内
容
で
す
。
実
用

的
な
事
を
数
学
と
同
時
に
学
習
し
て
い
て
日
本

の
授
業
と
は
異
な
っ
て
見
え
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
ア
メ
リ
カ
先
住
民
文
化
に
つ
い
て

で
す
。
現
地
の
子
孫
が
衣
装
、
道
具
、
楽
器
等

を
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
亀
の
甲
羅
、
鳥

の
羽
、
動
物
の
皮
な
ど
が
細
部
ま
で
使
わ
れ
、

ど
れ
も
特
徴
的
で
し
た
。
象
形
文
字
と
意
味
も

幾
つ
か
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
セ
ド
ナ
で

入
手
し
た
象
形
文
字
一
覧
と
は
全
く
違
い
、
先

住
民
は
一
括
り
に
は
で
き
ず
、
各
土
地
の
部
族

に
よ
っ
て
異
な
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
四
つ
目
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
は
消
費
税
が
無
い

州
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
仕
組
み
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
土
地
や
家
に

対
す
る
税
や
光
熱
費
が
他
州
よ
り
割
高
な
の
で
、

生
活
費
全
体
は
他
州
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と

の
話
で
し
た
。
日
本
は
国
単
位
で
法
律
や
消
費

税
も
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
は
州
の
境

界
線
を
越
え
る
だ
け
で
法
律
や
税
が
変
わ
っ
て

来
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、オ
レ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
ー
は
町
も
綺
麗
に

整
備
さ
れ
周
辺
の
自
然
も
美
し
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
美
し
い
町
の
人
々
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
充
実
し
た
滞
在
と
な
り
ま
し
た
。

帰
国
後
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
派
遣
事
業
参
加
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
レ
ゴ
ン
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
て

高
橋　

空
良

　
僕
は
今
年
の
三
月
、
立
科
町
の
姉
妹
都
市
オ

レ
ゴ
ン
市
に
派
遣
生
と
し
て
七
日
間
滞
在
し
て

来
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
す
る
こ
と

で
、
今
の
自
分
の
英
語
力
で
初
め
て
英
語
圏
の

人
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
異
文

化
に
触
れ
、
日
本
と
は
違
っ
た
雄
大
な
大
自
然

を
自
分
の
目
で
見
る
と
い
う
、
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
町
の
産
業
を
見
る
機
会
と
な
っ
た
の
は
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た

サ
ケ
や
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
場
と
チ
ー
ズ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
、
そ
し
て
買
い
物
を
経
験
し
た

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
し
た
。

　
町
や
学
校
を
見
学
し
た
こ
と
で
、
文
化
、
歴

史
の
違
い
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
毎
日

の
食
事
か
ら
食
文
化
の
違
い
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
町
か
ら
見
た
雪
を
被
っ
た
マ
ウ
ン

ト
フ
ッ
ト
、
雄
大
な
コ
ロ
ン
ビ
ア
渓
谷
、
ア
メ

リ
カ
一
落
差
の
あ
る
マ
ル
ト
ノ
ー
マ
滝
を
見
た

こ
と
は
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
雄

大
な
自
然
を
背
景
に
オ
レ
ゴ
ン
の
歴
史
と
文
化

が
育
っ
た
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
も
ち

ろ
ん
英
語
力
は
大
切
で
す
が
、
相
手
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
意
志
と
、
自
分
を
伝
え
よ
う
と
す

る
熱
意
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
英

語
力
に
つ
い
て
は
、
最
初
は
聞
き
取
れ
な
く
て

も
、
英
語
で
生
活
し
て
い
る
う
ち
に
、
理
解
で

き
る
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

耳
か
ら
の
経
験
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
声
に
出
し
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ
も
同

じ
で
す
。

　
日
本
を
離
れ
て
外
国
で
生
活
す
る
体
験
は
、

ひ
と
つ
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
、
当
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
事
が
そ
う
で
は
な
か
っ
た
、
と
い

う
事
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
出
発
点
と

し
て
英
語
力
を
磨
き
、
さ
ら
に
他
の
国
の
人
達

と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
七
日
間
の
体
験
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
し

た
。
本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

し
た
。

オ
レ
ゴ
ン
の
旅

田
中　

春
奈

　
オ
レ
ゴ
ン
市
派
遣
事
業
を
通
し
て
、
感
じ
た

こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
は
、
異
文
化
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

体
験
し
た
こ
と
で
す
。
行
く
前
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
は
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

い
ざ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と
話
す
と
う
ま

く
言
葉
が
出
ず
、
結
局
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
Ｎ
Ｏ
で
答
え

て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
で
も
三
日

目
く
ら
い
か
ら
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
み
た
り
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
表
情
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
相
手
に
伝

わ
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
嬉
し
い
の
だ
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
に
オ
レ
ゴ
ン
の
雄
大
な
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
で
す
。
立
科
町
に
も
神
秘
的
な
山
や
、

き
れ
い
な
水
が
あ
り
ま
す
が
、
オ
レ
ゴ
ン
の
自

然
は
迫
力
が
あ
り
日
本
で
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
よ
う
な
風
景
で
し
た
。
特
に
五
日
目
に

行
っ
た
マ
ル
ト
ノ
ー
マ
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
と
い
う

滝
で
そ
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
滝
に
近
づ
く
に
つ

れ
滝
か
ら
の
ミ
ス
ト
を
あ
び
正
面
か
ら
見
る
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
美

し
い
自
然
が
い
つ
ま
で
も
立
科
も
オ
レ
ゴ
ン
も

続
い
て
い
く
と
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し

た
時
間
で
す
。
空
港
に
つ
い
た
と
き
か
ら
私
達

を
笑
顔
で
迎
え
い
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
家
族
で

過
ご
す
日
に
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
サ
タ
デ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

海
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
も
行
き
ま
し
た
。

サ
タ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
桜
が
満
開
で
見
ご
ろ

を
む
か
え
て
い
ま
し
た
。
桜
の
木
の
下
に
あ
っ

た
石
碑
に
は
日
本
語
で
文
化
が
匂
う
バ
ラ
の
町

と
し
る
し
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
日
本
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い

こ
と
は
、
語
学
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す
中
で
も
っ
と
色
々
な

話
を
し
た
い
と
の
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
英
語
を
学
ん
で
い
つ
か
よ
り
楽
し
く
会

話
を
し
た
い
で
す
。
今
回
こ
の
よ
う
な
体
験
が
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で
き
た
の
は
沢
山
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
な
の
で
、
そ
の
方
々
に
感
謝
し
、

こ
の
派
遣
事
業
で
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

オ
レ
ゴ
ン
に
行
っ
て谷

脇　

流
星

　
僕
は
、
オ
レ
ゴ
ン
に
行
っ
て
異
文
化
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。

　
学
ん
で
き
た
こ
と
の
一
つ
目
は
、
行
く
前
か

ら
学
ん
で
こ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
オ
レ
ゴ
ン
市

の
歴
史
で
す
。
オ
レ
ゴ
ン
市
は
ア
メ
リ
カ
で
は

比
較
的
長
い
歴
史
を
持
つ
市
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

で
す
が
、
立
科
町
は
歴
史
が
浅
い
町
で
す
。
な

の
で
立
科
町
と
オ
レ
ゴ
ン
市
の
関
係
は
浅
い
は

ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
オ
レ
ゴ
ン
市
と

立
科
町
の
関
係
を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
オ
レ
ゴ
ン
市
は
、
立
科
町
の
よ
う
に
自
然
が

豊
富
で
し
た
。
で
す
が
、
ス
ケ
ー
ル
は
立
科
町

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
大
き
く
、
唖

然
と
し
て
し
ま
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
オ
レ
ゴ
ン
市
の
特
産
物
な
ど
の
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
る
タ
ワ
ー
に
も
登
り
ま
し
た
。
周
り
を
一
望

で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
食
文
化
に
も
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

夕
食
が
食
事
と
い
う
よ
り
も
間
食
の
よ
う
な
感

じ
で
し
た
。

　
ま
た
、
オ
レ
ゴ
ン
市
に
い
く
ま
で
に
か
な
り

英
語
を
勉
強
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
全
然
話

が
で
き
な
く
て
大
変
で
し
た
が
４
日
く
ら
い

た
っ
た
ら
だ
ん
だ
ん
話
が
分
か
っ
て
き
て
、

「
成
長
し
て
き
た
の
か
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
こ
の
よ
う
な
事
業
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

オ
レ
ゴ
ン
市
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
学
校

生
活
か
ら
日
常
生
活
ま
で
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

オ
レ
ゴ
ン
で
え
た
も
の

土
屋　

朱
音

　
私
は
初
め
て
海
外
へ
行
き
ま
し
た
。
英
語
で

対
話
を
す
る
こ
と
も
、
海
外
の
文
化
を
学
ぶ
こ

と
も
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
わ
く
わ
く

し
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
私
は
こ
ん
な
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
英
語
で
対
話
す
る
こ

と
の
難
し
さ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
の
難
し
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

は
英
語
を
聞
き
取
る
こ
と
で
さ
え
難
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
話
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
が
相
手
に
伝
え
よ

う
と
意
識
し
た
り
、
相
手
が
わ
か
り
や
す
く
伝

え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
ま
し
た
。
英
語
で
対
話
で
き
た
と
き
は

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
宗
教
に
よ
り
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
家
に

は
イ
ー
ス
タ
ー
が
飾
ら
れ
て
い
て
キ
リ
ス
ト
教

を
感
じ
ま
し
た
。

　
オ
レ
ゴ
ン
州
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
中
で
も
田

舎
の
場
所
に
行
っ
て
、
オ
レ
ゴ
ン
の
自
然
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
観

光
地
が
多
く
、
観
光
客
も
多
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
、
高
く
豊
か
な
木
々
は
蓼
科
と
似
て
い
ま

し
た
。

　
私
は
、
日
本
と
の
違
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
た
と

き
の
喜
び
や
、
人
と
接
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、

そ
し
て
言
葉
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
友
達
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
私
は
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
後
の
生
か
し
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
自
分
の
意
志
を
も
ち
生
活

し
た
い
で
す
。
そ
し
て
ま
た
海
外
に
行
き
た
い

と
強
く
想
っ
て
い
ま
す
。
将
来
こ
の
体
験
を
生

か
し
英
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
ま
で
私
が
習
っ
た

英
語
力
を
も
っ
と
身
に
つ
け
て
い
き
、
何
事
に

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
ん
な
一
生
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
た
す

べ
て
の
方
に
私
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
体
験
を
生
か
せ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

私
に
と
っ
て
の

最
高
の
思
い
出

中
澤　

未
来

　
私
は
中
学
二
年
生
の
時
の
三
月
に
オ
レ
ゴ
ン

市
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
は
一
人
で
泊
ま
る
こ
と

に
な
っ
て
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。「
ど
う
話
を

す
れ
ば
い
い
の
か
」「
ち
ゃ
ん
と
聴
き
と
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。」
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　
で
も
、
そ
ん
な
不
安
は
不
必
要
で
し
た
。
確

か
に
話
す
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
聴
き
と
れ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
聴
き
と

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ

る
め
て
教
え
て
く
れ
た
り
、
身
振
り
で
教
え
て

く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
が
伝
え
る
時
は
単
語
が
出
て
こ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
焦
ら
す
こ

と
な
く
私
が
話
す
の
を
待
っ
て
ち
ゃ
ん
と
聴
い

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

私
は
落
ち
着
い
て
身
振
り
や
辞
書
を
使
っ
て
楽

し
く
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
色
ん
な
場
所
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
色
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
動
物
園
に
行
っ
て
え
さ
や
り

を
し
た
り
、
見
は
ら
し
の
良
い
場
所
で
記
念
写

真
を
撮
っ
て
、
お
す
し
屋
さ
ん
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
が

多
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
他
に
も
、
一
緒
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
映
画
を
見
た
り
も
し
ま
し

た
。
一
緒
に
お
菓
子
を
食
べ
て
、
か
ら
か
い

あ
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
み
ん
な
私
の
こ
と
を

家
族
の
よ
う
に
扱
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
自
身

も
家
族
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
後
半
の
こ
ろ
に
は
、
言
葉
の
壁
は
感
じ
な
く
、

素
晴
ら
し
い
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
の
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
す
る
と

き
は
ま
だ
居
た
い
と
思
う
程
寂
し
く
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
私
に
と
っ
て
の
最

高
の
経
験
で
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
思
い
出
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
生
か
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
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少年スポーツ大会

夏休み子ども体験教室

　
８
月
24
日
㈰
、
小
学
生
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
（
16
チ
ー
ム
）・
中
学
生
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
（
22
チ
ー
ム
）
を
立
科
中
学
校
及
び
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の

み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
、
懸
命
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
、
大
き
な
声
で
応
援
し
て
い
る
子

ど
も
達
の
元
気
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
ま
す
小
学
生
低
学
年
以

下
を
対
象
に
し
た
、
に
じ
ま
す
の
つ
か
み
取
り
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
チ
ー
ム
）

■
男
女
混
合
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル…

■
男
女
混
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　
勝　
桐
原
Ａ

優　
勝　
桐
原
Ａ

準
優
勝　
山
部
準
優
勝　
山
部
Ａ

三　
位　
町
Ａ
三　
位　
牛
鹿
Ｂ

　
〃　
　
茂
田
井
海
賊
団

　
〃　
　
牛
鹿
Ｃ

公民館で開催した夏休み体験教室の様子を写真で紹介します。

ふしぎ？科学マジック

アロハ～☆プチハワイ体験～みんなでフラをおどろう～

ゴム銃工作教室

フラワーアレンジメント体験

木のキッドでゴム銃を作っ
て、ルールを守って遊ぼう。
的をめがけて発射！

花を通して心豊
かな子どもに
育ってほしい。
生花でテディベ
アをつくった
り、トロピカル
なプリザーブド
フラワーをつく
りました。

理科の学習や
興味付けを目
的としたサイ
エンスショー
です。
（長野高専

出前授業）

簡単なハワイ語を習
ったり、ハワイのお話
をきいたり、半日ハワ
イ体験。女の子は髪
飾りを作ってフラガ
ール、男の子はカウ
ボーイハットを作って
カウボーイダンス。
異文化にふれ、子ど
も達はイキイキ！
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待
ち
た
り
し
雨
の
ひ
と
ふ
り
に
潤
え
り
物
み
な
な
べ
て
生
気
戻
り
ぬ	

中
村　

雅
法

紅
紫
の
ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
咲
き
つ
ぎ
て
梅
雨
曇
る
庭
に
そ
の
色
冴
へ
る	

後
藤
せ
い
子

久
し
振
り
マ
ン
ボ
を
聴
い
て
若
返
る
冬
の
寒
さ
も
遠
の
き
に
け
り	

小
松
み
つ
子

紫
に
白
と
ピ
ン
ク
と
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
つ
じ
の
蕾
今
朝
開
き
た
り	

吉
村
ト
シ
メ

立科土笛短歌会

歌   壇 第42回	文化展開催

立川談慶落語講演会	～笑って楽しく元気よく～
寒さを笑いで吹き飛ばそう

公民館生涯学習講座「立科すずらん学級」

　
公
民
館
で
は
、
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る
文
化

展
を
開
催
し
ま
す
。

　
文
化
展
で
は
、
町
内
の
創
作
グ
ル
ー
プ
や
友
好
都
市

神
奈
川
県
愛
川
町
の
皆
さ
ん
の
作
品
な
ど
が
出
品
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
良
い
機
会

で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
出
品
申
込
に
つ
い
て
は
分
館
長
さ
ん
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
期
日

　
11
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰

■
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　（
９
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所

　
中
央
公
民
館
及
び

　
ふ
る
さ
と
交
流
館

　
　
　
　
　
　

「
芦
田
宿
」

郷
土
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
教
室

（
地
層
か
ら
わ
か
る
立
科
の
成
り
立
ち
）

■
日
時　



11
月
７
日
㈮

　

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　
人
権
セ
ン
タ
ー
会
議
室
及
び
現
地

■
内
容　
町
内
の
地
質
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

家
の
お
話
や
現
地
確
認
に
よ
り
学
び
ま
す
。

立
科
の
台
地
は
湖
に
堆
積
し
た
地
層
っ
て

知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
私
た
ち
が
知
ら
な
い

こ
と
を
学
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
参
加
費　
３
０
０
円（
傷
害
保
険
料
３
０
０
円
）

■
定
員　
20
名（
先
着
順
）

■
申
込　
10
月
31
日
㈮
ま
で
に
社
会
教
育
人
権

政
策
係
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※

今
回
の
教
室
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で

す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
人
権
政
策
係〔
有
線
２
３
１
１
㈹
〕

参加者
募　集

作品
募集

日　時………１月24日㈯　午後１時30分開演……午後１時開場
場　所………立科町老人福祉センター　集会室

男女問わずどなたでも参加できますので、お気軽におでかけください。
冬の１日をみんなで楽しく過ごしましょう！
※お申し込みの受付は12月頃に予定しています。

立川談慶（たてかわ　だんけい）
1965年生まれ、長野県上田市（旧丸子町）出身。慶應義塾
大学経済学部卒業後㈱ワコール入社。３年間のサラリーマン
体験を経て、立川談志に18番目の弟子として入門。
前座名「立川ワコール」9年半の修行後二つ目昇進。談志によ
り「立川談慶」と命名。05年真打昇進、アカペラグループ
INSPiとのコラボライブ「アカペラ落語」、ボディビル歴6年
でベンチプレス120キロを挙げる怪力、講演など多彩な活動。

入場無料

公民館
女性部学習会
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遠野物語拾遺…retold
京極夏彦・柳田國男／著
（KADOKAWA)

絵本……窓ぎわのトットちゃん
黒柳徹子/文　いわさきちひろ/絵
（講談社)

コロボックル絵物語
有川浩／作・村上勉／絵
（講談社)

ぼくらのコブラ記念日
宗田理/作（ポプラ社)

遺譜　浅見光彦最後の事件
内田康夫／著
（KADOKAWA)

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

新着図書 年間貸し出しランキング

寄贈者（順不同・敬称略）

図書室利用案内

●月曜日〜土曜日
　午前９時30分〜午後６時（土曜日は午後５時）
●日曜・祭日　　…午後１時〜午後５時

開室時間

日時　10月29日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
今月のテーマ　「ころころ」
大型絵本・パネルシアターなど親子でお楽しみください

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」による

たくさん本を寄贈していただき、ありがとうございました。
紙面にてお礼にかえさせていただきます。

一般書
１位　祈りの幕が下りる時 （東野　圭吾／著）
２位　幸せの条件 （誉田　哲也／著）
２位　村上海賊の娘 （和田　竜／著）
４位　海賊とよばれた男 （百田　尚樹／著）
４位　オレたちバブル入行組 （池井戸　潤／著）

絵本・児童書
１位　妖怪温泉 （広瀬　克也／作）
２位　仮面ライダー大図鑑 (ポプラ社)
３位　トーマス大図鑑 (ポプラ社)
４位　風立ちぬ （宮崎　駿／原作　脚本　監督）
５位　一期一会　ちょっとの勇気。 （粟生　こずえ／文）

　私にとって本は、困っているときに手を差し伸べてくれる
大切な存在です。悩んだり、苦しんだりしたときにそれを解
決する力が自分にあればよいのですが、私は自分を信じる力
や勇気が足りなくて、なかなか前に進めなくなってしまいま
す。そんなとき、本は私の背中を押してくれます。
24歳のとき、私は清掃の仕事をしていました。その仕事
は好きでしたが、仕事中に膝を傷めてしまい手術をすること
になりました。この仕事を続けるか、転職をするか。悩んで
いた時に読んだのが『13歳のハローワーク』（村上龍、幻冬
舎）でした。この本がきっかけで畜産の仕事に興味を持ち、
養鶏の仕事につきました。
結婚をして子どもを産んでからは子育てに悩むことが多く
なりました。ささいなことでイライラしたり、怒ってしまう
自分。なかなか言うことを聞いてくれない子どもたち。その
とき出会ったのが『嫌われる勇気――自己啓発の源流「アド
ラー」の教え』（岸見一郎・古賀史健、ダイヤモンド社）で
した。この本を読んで、問題は自分にあり、子どもにあるの
ではないということに気付きました。親と子のみならず、人
間関係の悩みを解決するヒントも与えてくれました。
いつか子どもたちにも「本は素晴らしいよ、悩んだり困っ
たことがあったら本を開いてごらん、きっとあなたの助けに
なってくれるから」ということを伝えたいです。これからも
良い本との出会いがあるといいなと思っています。

保科芳江（山部）
本と私

（2013.9〜2014.8貸し出し）

〔本〕 笹井　春美　　〔野方〕
 田口　茂夫　〔大深山〕
 矢田　精一　　〔大城〕
　　　　　　　　　　他　匿名

乳幼児のためのおはなし会

秋の読書週間 10.27～11.9
標語「めくる  めぐる  本の世界」

＊		９月より、　お一人５冊まで　２週間
　借りられます
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編
集
後
記

　
今
年
の
夏
は
６
月
か
ら
４
年
に
一
度
の

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
が
あ

り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
夏
の
終
わ
り
に
は
４
年
に
一
度
の

立
科
町
町
民
大
運
動
会
が
９
月
７
日
に
開

催
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
今

回
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
町
民
運
動
会
は
記
録
に
よ
れ

ば
第
１
回
が
昭
和
35
年
に
開
催
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
４
年
ほ
ど
毎
年
開
催
さ
れ
、
途

中
か
ら
４
年
に
一
度
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
新
し
い
種
目
に
段
ボ
ー
ル
リ

レ
ー
・
渦
巻
き
レ
ー
ス
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
。
少
し
で
も
目
新
し
い
競
技
も

入
れ
な
が
ら
み
ん
な
で
楽
し
め
る
運
動
会

に
で
き
る
よ
う
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
時
な
ど
は
ど
ん
な
競
技
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
ま
た
ま
昭
和

60
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
み
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
高
齢
者
に
よ
る
「
綱
な

い
競
争
」。
有
志
に
よ
る
「
長
靴
が
空
を

飛
ぶ
」
な
ど
と
い
っ
た
競
技
名
が
あ
り
ま

し
た
。
競
技
名
か
ら
な
ん
と
な
く
想
像
で

き
る
で
し
ょ
う
か　

　
次
回
は
ま
た
４
年
後
。
面
白
そ
う
な
競

技
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
・
Ｔ

　
昭
和
60
年
に
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と

し
て
発
足
し
早
い
も
の
で
29
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
時
は
、
練
習
ボ
ー
ル
は
足
り
な

い
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
な
い
、
指
導
者
も
足
り

な
い
な
ど
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

昭
和
61
年
4
月
に
立
科
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

　
ふ
れ
あ
い
読
書
で
は
毎
月
作
品
の
読
み
あ
わ

せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
末
の
“
耳
な
し
芳
一
”
の
読
み
あ
わ
せ

で
は
「
今
か
ら
…
…
」
と
読
み
出
し
た
と
き

「
こ
の
今
か
ら
は
、
今
か
ら
先
な
の
か
、
今
以

前
の
過
去
を
示
す
の
か
、
か●

ら●

の
持
つ
意
味
を

考
え
て
、
作
者
の
描
い
た
情
景
が
聞
き
手
に
伝

わ
る
よ
う
に
ね
」
文
化
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
で

加
入
し
、
女
子
部
員
43
名
の
入
団
が
あ
り
ま
し

た
。

　
平
成
6
年
に
は
、
創
部
以
来
、
初
め
て
9
名

の
男
子
が
入
部
、
初
の
男
子
チ
ー
ム
が
誕
生
し

ま
し
た
。
男
子
部
員
は
大
変
元
気
が
よ
く
、
指

導
者
泣
か
せ
で
し
た
。
平
成
22
年
頃
か
ら
男
子

チ
ー
ム
が
こ
つ
こ
つ
と
育
ち
始
め
各
種
大
会
へ

も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
今
夏
に
は
、
佐
久
大
会
、
東
信
大

会
、
県
大
会
と
勝
ち
進
み
、
男
子
創
部
20
年
目

に
し
て
、
念
願
の
北
信
越
大
会
へ
出
場
し
ま
し

た
。
決
勝
リ
ー
グ
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
部
員
た
ち
の
表
情
に
は
ど
こ
か
さ

わ
や
か
さ
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
北
信
越
大
会

出
場
に
は
、
数
々
の
練
習
、
遠
征
試
合
な
ど
に

永
年
朗
読
指
導
に
携
わ
ら
れ
た
佐
藤
先
生
の
指

摘
に
改
め
て
作
品
に
向
き
合
う
厳
し
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　

今
、
子
供
達
は
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ホ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
々
仮
想
と
現
実
の
世
界
を
自
由

に
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
が
、
人
の
心
を
思
い

や
る
力
が
足
り
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
日
本
の

名
作
を
聞
い
て
ほ
し
い
、
日
本
語
の
豊
か
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
本
が
大
切
な
疑
似
体

験
の
場
に
な
っ
た
ら
と
小
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
５
・
６
年
生
の
読
書
に
踏
み
出

し
６
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　
作
品
も
“
く
も
の
糸
”“
一
房
の
ぶ
ど
う
”

“
お
母
さ
ん
の
木
”“
小
僧
の
神
様
”
等
々
30
以

上
に
な
り
、
こ
の
間
に
５
・
６
年
生
か
ら
戴
い

耐
え
た
部
員
た
ち
、
ま
た
子
供
た
ち
を
支
え
る

人
々
が
一
つ
に
結
集
し
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
こ
こ
か
ら
巣
立
っ
た
Ｏ
Ｇ
が
今
度

は
指
導
者
と
し
て
子
供
た
ち
の
指
導
を
し
た
り
、

保
護
者
に
も
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
て
お
り
大

変
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
平
成
26
年
度
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
女
子
24
名
、

男
子
13
名
、
指
導
者
7
名
と
、
立
科
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
中
で
は
一
番
多
い
部
で
す
。
こ
の

部
員
た
ち
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
だ
け
で

な
く
、
豊
か
な
心
を
持

ち
、
こ
の
先
中
学
、
高

校
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

続
け
て
も
ら
う
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

た
沢
山
の
感
想
文
は
、
私
達
ふ
れ
あ
い
読
書
の

宝
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
活
動
も
社
協
の
お
年
寄
り
の
集
い
お

む
す
び
サ
ロ
ン
か
ら
保
育
園
へ
広
が
り
、
毎
回
、

サ
ロ
ン
で
は
、
知
恵

と
思
い
や
り
を
、
保

育
園
で
は
元
気
い
っ

ぱ
い
の
活
力
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
伝●

え●

る●

か
ら
伝●

わ●

る●

を
目

標
に
一
生
懸
命
作
品

に
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

	
リ
レ
ー
回
想

	

ク
ラ
ブ
訪
問

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

活
動
を
振
り
返
って

　

立
科
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
長

大
角　

守
男

ふ
れ
あ
い
読
書ふれ

あ
い
読
書
一
同
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１　インターネットによる人権侵害
　インターネットは、私たちの生活を豊かにする便利な
道具である反面、使い方を間違えたり、悪意をもって使
うと“凶器”にもなります。たとえば、インターネット
を悪用し、ブログの開設者に対する誹謗・中傷を書き込
むなど、他人の人権を侵害する事件も後を絶ちません。
インターネットの世界においても、画面の向こうに、自
分と同様に人権のある他者の存在を意識することが大切
です。
２　今、子どもたちに起きているネットいじめ
　パソコンやスマートフォンなどによる、子どもたちの
間での“ネットいじめ”が問題となってます。子どもた
ちが、被害者にも加害者にもならないよう、大人は常に
インターネットの使用状況を把握する努力をし、人権の
視点から注意・指導していくことが大切です。
ネットいじめの例
●ブログや掲示板、プロフやSNSなどへの誹謗・中傷の
書き込みや個人情報の無断掲載

●LINEなど無料通信アプリを利用しているグループ内で
の仲間外れ

●第三者になりすましてのメール発信
子どもたちがよく使うインターネット
・プロフ…自己紹介（プロフィール）サイト
・……無料通信アプリ…LINEなど、パソコンやスマートフォ
ンなどを使っていつでも無料で通話やメール、チャッ
トなどができるコミュニケーションアプリ
・……SNS…ソーシャル・ネットワーキング・サービス
（SocialNetworkingServiceの略）、人と人との輪を
つなげていくことを目的としたコミュニティ型のサー
ビス

3　スイッチを入れる前に
　インターネットの世界は公共の場です。常に、画面の
向こうには人がいることを意識して使いましょう。ホー
ムページは見ず知らずの誰もが多数閲覧します。ホーム
ページに間違った情報や違法な情報、他人を傷つける内
容を掲載してはいけません。
　インターネットの利用状況はすべて記録されています。
匿名であっても、法的手段をとれば、記録から追跡して
加害者を特定することができます。マナーを守って正し
く使うことが重要です。
　他人の個人情報、文章や写真などの著作物を無断で掲
載することは、プライバシーや著作権の侵害となります。
４　もしも人権侵害にあったら
　ホームページや掲示板上で、プライバシーの侵害や誹
謗・中傷の書き込みなどの人権侵害を受けた場合は、情
報の発信者やサイト管理者、プロバイダ等に、記事を削
除するよう要請できます。
　サイト管理者やプロバイダ等が削除要請に応じてくれ
ない場合や、自分で削除要請のやり方がわからない場合
は、最寄りの法務局・地方法務局へ相談しましょう！

法務省インターネット人権相談窓口サイト
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
（携帯電話の場合）…
https://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html
警視庁インターネット安全・安心相談サイト　
http://www.npa.go.jp/cybersafety/
インターネット・ホットラインセンター
http://www.internethotline.jp/
（携帯電話の場合）…
http://www.internethotline.jp/mobile/

インターネットと人権について

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター(社会教育人権政策係)

参考：㈶人権教育啓発推進センター「インターネットと人権」より

立科町学校合同コンサート
（立科町内小・中学校と蓼科高等学校が連携した元気あふれる演奏会）
●開催日時　平成26年10月12日㈰　13時～
●開催場所　駒の里ふれあいセンター（佐久市望月）
●出　　演　立科小学校　管楽器クラブ・合唱クラブ
　　　　　　立科中学校　吹奏楽部
　　　　　　蓼科高等学校　合唱同好会

●主　　催　立科町教育委員会
●お問い合わせ先
　教育委員会子育て教育係
　電話……56－2311（有線…2311）
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郷土の歴史を物語る埋蔵文化財 教育委員会

周知の埋蔵文化財包蔵地とは　　 新城峰遺跡の発掘調査
　埋蔵文化財とは、文化財保護法で『土地に埋蔵されて
いる文化財』とされており、具体的には、昔の住居跡・
古墳・城跡などの「遺

い

構
こう

」とそこから出土する土器、石
器などの「遺

い

物
ぶつ

」があります。そして、埋蔵文化財が埋
まっている土地として知られている場所を、『周知の埋
蔵文化財包蔵地』と呼んでいます。
　町内では、181箇所の埋蔵文化財包蔵地があり、記録
では知ることのできない地域の歴史や文化を物語るもの
です。これらは個性豊かな地域の歴史的・文化的環境を
造ってきた貴重な資産とも言えます。
　埋蔵文化財は地中で保存されていることが望ましく、
土木工事等で破壊されると元に戻すことはできません。
やむを得ず埋蔵文化財を保存することができない場合は、
事前に発掘調査を行い、記録をすることで保存を図りま
す。
　なお、土木工事等を検討されている場合は、まず、そ
の事業計画地が『周知の埋蔵文化財包蔵地』の範囲に含
まれているかどうか、教育委員会で確認をお願いいたし
ます。
　埋蔵文化財の保存と後世への継承にご理解ご協力をお
願いいたします。

　町内では過去に古町にある「大庭遺跡」の発掘調査が
行われ、先人の暮らしぶりが明らかにされてきました。
　現在、国道254号宇山バイパス事業計画地内の「新城
峰遺跡」で、長野県埋蔵文化財センターによる発掘調査
が行われています。この新城峰遺跡は、『津金寺の歴史

（平成21年３月発刊）』によると、戦火を免れるため津
金寺の僧侶や侍衆・衆徒らが立て籠ったとの記述があり、
町教委で試掘調査を実施したところ、内

ない

耳
じ

鍋の破片が出
土したため、新たに遺跡として登録しました。
　津金寺の歴史の記述や試掘調査の出土品より、中世

（室町時代～戦国時代）の時代に関わりのある遺跡と考
えられますが、その内容については、現段階では不明で
あり、今後の発掘調査により解明されることに期待をし
たいと思います。

発掘調査現場

国道254号

発掘調査現場位置図 樹木の伐採が終わった発掘調査現場
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　ふるさと立科の歴史文化を知る機会として、８月５日
㈫に、遺跡発掘現場見学会を開催しました。講師の長野
県埋蔵文化財センター職員の方から発掘調査の説明を受
け、表土剥ぎをした土の中から見つかった中世の生活道

具の内耳鍋やおろし皿を見せてもらいました。また、発
掘調査の体験もさせてもらい、わずかな時間の中で土器
片を見つけた人もいて、自分で見つけられたことに大変
驚いていました。

おろし皿

内耳鍋

調査区の中で最も高い地点の調査前の状況（左の写真）と土の堆積状況を観察するための溝を掘っている様子（右の写真）。

８月５日の発掘現場見学会の様子。発掘調査の体験にもチャレンジしました。

左の写真は、発掘調査で見つかった遺物です。
内耳鍋……底が広く、火に掛け吊す際に弦が焼

けないように内側に耳がつけられて
います。

おろし皿…皿の見込み部分に格子状のおろし目
を入れてある。調理用の道具。
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行政相談週間のお知らせ
10月20日㈪から26日㈰は行政相談週間です

庶務係

　「行政相談」とは、皆さんから、国の役所や独立行政法人及び特殊法人が行っている仕事に関する苦情や意
見・要望をお聴きして、その解決や実現を図るものです。この身近な窓口が行政相談委員です。
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受けて活動しています。立科町の担当は浦野喜芳さん（牛鹿）です。
心配ごと相談日のほか、自宅でも皆さんのご相談に応じていますので、お気軽に御相談ください。なお、相談
は無料で秘密は守られます。　

〔行政相談委員〕　浦野喜芳さん　自宅電話番号　56－2445

[トップチーム]
10月 ５日㈰ vs Ｊリーグ・アンダー22選抜 15：00 KICK OFF
10月19日㈰ vs SC相模原 13：00 KICK OFF

[レディース]
10月12日㈰ vs ASハリマ アルビオン 11：00 KICK OFF
11月 ２日㈰ vs JFAアカデミー福島 14：00 KICK OFF

お問い合わせ先
パルセイロ・コミュニケーションセンター

（信毎フォトサービス内）
TEL 080－1269－6464
佐久市教育委員会  体育課
TEL 0267－62－2020

目標はホーム入場者数平均3,000人!!
J2昇格を目指すパルセイロに
皆さんの応援をお願いします

佐久総合運動公園
陸上競技場ホームゲーム

　去る９月５日に長野LP協会佐久支部青年部会から町の防災用に
「炊き出し器具」を寄贈いただきました。同時に50～120人分の
ご飯と汁物の調理が可能で、実用性の高い器具です。非常時等に
有効活用させていただきます。ありがとうございました！

長野LP協会佐久支部青年部会から炊き出し用器具を
寄贈いただきました！

自衛隊の
音楽隊が来るよ!! 第38回 立科町商工祭 多

た

来
ら

福
ふく

まつり
●日　時　11月８日㈯	午前９時～午後５時
 ９日㈰	午前９時～午後３時
●場　所　役場駐車場
●内　容　飲食店／物品販売店／ステージショー／もちつき
　　　　　大抽選会／蓼科ケーブルビジョン公開収録　他

●お問い合わせ先
　立科町商工会…
　電話　0267（56）1004
　有線　2652

●ステージ出演者等
　８日　御泉水太鼓ジュニアチーム
　　　　自衛隊音楽隊
　　　　立科中学校吹奏楽部
　　　　土屋芳美ジャズダンスショー
　　　　マージー・ビート
　　　　たてしなハッピーフェアリーズ
　　　　蓼科ケーブルビジョン公開収録
　　　　大抽選会「当たるんだよ！全員集合!!」

９日　立科小学校管楽器クラブ
　　　立科小学校合唱クラブ
　　　蓼科高校ジャズクラブ（JAZZ★CANDY）
　　　亜

あ
耶
や
歌謡ショー（立科町出身）

　　　第５回　立科の味「料理コンテスト」表彰式
　　　大抽選会「当たるんだよ！全員集合!!」
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平成27年度 保育所入所希望児童の
入所説明会の開催 及び 申込受付について

たてしな保育園

　平成27年４月から保育所入所を希望する児童の入所説明会を行います。　　

　保育を希望とする場合は、保育の必要な事由に該当することが必要です。
★保育を必要とする自由
　●就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜間、居宅内の労働など、基本的にすべての就労を含む）
　●妊娠、出産　　●就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）　など

　平成27年４月から入所を希望する児童を対象として行います。
（４月以降の入所を予定している場合も出席ください。）
　★ 日　時　　10月30日㈭　午後７時30分～
　★ 場　所　　たてしな保育園 遊戯室　【託児もあります】

　保育園、児童館、白樺高原観光センター、教育委員会にあります。また、入所説明会々場でお渡しします。

　★ 期　間　　11月４日㈫～11月18日㈫
　★ 提出先　　たてしな保育園、児童館、白樺高原観光センター、教育委員会子育て教育係
　★ お問い合わせ先　　たてしな保育園　　有線2100・電話56－0022

★ 入所できる児童

★ 入所説明会

★ 入所申込書について

★ 入所申込期間及び提出先

9日１日
防災の日 町内各地区で防災訓練が実施されました 庶務係

　８月31日㈰を統一日として、町内各地区で防災訓練が実施されました。（地区によってはそれぞれ計画した日に実
施しています。）
　当日は、地区毎に計画されたスケジュールによって、避難訓練、放水訓練、炊き出し訓練、要援護者の安否確認、
救急救命訓練、災害危険箇所の確認等さまざまな訓練が実施されました。
　これを機に地域の防災意識を高め、地震や風水害・土砂災害といった、いつ起きるかわからない災害に対し、最小
限の被害で防げるよう日ごろから備えましょう。
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こども未来館情報 10月・11月 行事予定
皆さんのご来館をおまちしています

児童館
事業の
様子

※都合により内容などが変更となる場合がありますので、ご承知ください。
詳しくは毎月発行しております「なかよし広場だより」（未就学児向け）「こども未来館だより」（小学生向け）をご覧ください。

なかよし広場
★対象：就園前のお子さんと保護者
★時間：午前10時30分〜
★日程及び内容
10月３日（金）避難訓練
　　８日（水）ちびっこ広場
　　15日（水）ちびっこ広場
　　16日（木）たまご広場
　　23日（木）親子運動遊び

11月５日（水）ちびっこ広場
　　６日（木）たまご広場
　　12日（水）ちびっこ広場
　　17日（月）人形劇
　　20日（木）子育て講話
　　27日（木）親子運動遊び

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分〜
【囲　碁】★日程：10月２日（木）・16日（木）
 11月６日（木）・20日（木）
【将　棋】★日程：10月９日（木）・23日（木）
 11月13日（木）・27日（木）
【昔遊び】★日程：10月31日（金）、11月28日（金）

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分〜
★日程及び内容：10月６日（月）グループホーム訪問
　　　　　　　　　　20日（月）落ち葉ひろい
　　　　　　　　　　27日（月）落ち葉で作品を作ろう（午後２時〜）
　　　　　　　　11月10日（月）タオルを使って犬を作ろう
　　　　　　　　　　17日（月）牛乳パックで箱を作ろう

学習･スポーツ教室
★対象及び場所と時間：
　小学生（登録児童のみ）
　立科小学校　午後３時〜５時
★日程：10月１日（水）・８日（水）
　　　　　　15日（水）・22日（水）
　　　　　　29日（水）
　　　　11月５日（水）・12日（水）
　　　　　　19日（水）・26日（水）
★内容：学習アドバイザーの先生方に、予

習・復習等を教えていただくこと
ができます。

　　　　学習終了後、３時30分より体育館
でスポーツ教室に参加できます。

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生
　　　　　　　　午前10時〜
★日程及び内容：11月15日（土）予定

アートチャレンジ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時〜
★日程及び内容：
　10月18日（土）お菓子の家作り
　11月29日（土）どんぐりパーク

I
I
I
I
I
I
I
I
I

魚のつかみどりプール遊び

ちびっこ広場 放課後子ども教室

教育委員会

★10月３日（金）午前10時30分より、
　児童・生徒、乳幼児等、全来館者で避難訓練を行います。避難訓練について



27 広報たてしな  2014年10月

大きな病気やケガをしないで元気にスク
スク育ってね。

オチョア 愛
あい

桜
さ

ちゃん（女）大城

おおらかにスクスク育っている宗佑。笑
顔は癒し効果バツグン！これからもとび
きりの笑顔を沢山見せてね。

黒
くろ

澤
さわ

 宗
そう

佑
すけ

ちゃん（男）赤沢

イタズラ大好きやんちゃガール。ご飯を
いっぱい食べてモリモリ大きくなって
ね！

木
きの

下
した

 嘉
か

穂
ほ

ちゃん（女）宇山

とってもパワフルで甘えん坊な小さな怪
獣。そんな泰心が大好きです。いつも笑
顔をありがとう。

小
こ

林
ばやし

 泰
たい

心
し

ちゃん（男）山部

お姉ちゃんのことが大好きで遊んでもら
うといつもご機嫌の日向。沢山笑って元
気に育ちますように…。

工
く

藤
どう

 日
ひなた

向ちゃん（女）細谷

外では泣き虫だけど、家ではやんちゃな
イタズラっ子。のびのび大きくなあれ！　
我が家のヒーロー♡

関
せき

 陽
ひ

色
いろ

ちゃん（男）藤沢

いろいろ挑戦して、逞しく育ってね。優
しく、良い子でね。

黒
くろ

澤
さわ

 紘
こう

士
し

郎
ろう

ちゃん（男）桐原（７月生）

かわいい笑顔を見せてくれて、ありがと
う。これからも沢山食べて、お姉ちゃん
達と遊んで、元気に育ってくださいね。

加
か

�
とう

 和
かず

貴
たか

ちゃん（男）外倉（７月生）

こうちゃんの笑顔はみんなを幸せにしま
す。我が家に来てくれてありがとう。心
も体も大きく逞しく育ってネ！

松
まつ

崎
ざき

 光
こう

希
き

ちゃん（男）大城（７月生）

平成25年９月生まれ〜平成25年10月生まれ
（10、11ヶ月児健診時に撮影）

大きく育て
子ども王国

立科に育つ子ども達を紹介します

日　時　10月18日㈯　午前９時〜午後５時
　いつも権現の湯をご利用いただき誠にありがとうございます。
　権現の湯では、皆様の日頃のご利用に感謝し、次の日時に「権

現の湯まつり」と「嬉聞耳地蔵尊の祭典」を同時開催いたします。
　当日は、皆さんに楽しんでいただけるイベントや沢山の景品が当たるゲーム大会、ま
た、嬉聞耳地蔵尊の祭典では、綿あめ、ポップコーンの無料進呈、更にお楽しみ抽選会
など、ともにお楽しみいただける企画をご用意し皆様のお越しをお待ちしています。

権現の湯
から
お知らせ

第６回「権現の湯まつり」と「嬉聞耳地蔵尊の祭典」開催
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テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　
10
月
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
受
信
障

害
の
防
止
対
策
を
推
進
す
る
「
受
信
環
境
ク

リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

　
放
送
電
波
の
受
信
障
害
と
は
、
家
庭
用
・
工

業
用
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ

レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常
発
振
、
不
法

無
線
局
か
ら
の
電
波
、
高
層
建
築
物
に
よ
る
ビ

ル
陰
障
害
等
に
よ
っ
て
、
良
好
な
放
送
の
受
信

が
で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。

　
特
に
、
不
法
無
線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る
強
力

な
電
波
（
不
法
電
波
）
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
が
妨
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

電
波
利
用
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ
オ
に

雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、

信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
無
料
）

★
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及
び
違
法
な
無

線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
こ
と

　
・
監
視
調
査
課

　
　
電　
話　
０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
７
６

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信
障
害
に

関
す
る
こ
と

　
・
受
信
障
害
対
策
官

　
　
電　
話　
０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
９
１

★
そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政
相
談
に
関
す
る

こ
と

　
・
総
合
通
信
相
談
所

　
　
電　
話　
０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/soutsu/
shinetsu/
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労
働
者・事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る「
あ
っ
せ
ん
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
手
続
は
無
料
で
簡
単
で
す
。
労
使
双
方
が
ご

利
用
い
た
だ
け
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
会
社
か
ら
納
得
で
き
な
い
理
由
で
突
然
解
雇

（
リ
ス
ト
ラ
）
さ
れ
た

・
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
が
、
何
の
説
明
も
な

く
時
給
を
下
げ
ら
れ
た

・
配
転
命
令
を
出
し
た
が
、
従
業
員
に
納
得
し

て
も
ら
え
な
い

●
あ
っ
せ
ん
と
は
…
…

　
原
則
と
し
て
、
公
益
委
員
（
大
学
教
授
・
弁

護
士
な
ど
）、
労
働
者
委
員
（
労
働
組
合
役
員
）、

使
用
者
委
員
（
企
業
経
営
者
、
使
用
者
団
体
役

員
）、
事
務
局
職
員
の
４
者
で
構
成
す
る
あ
っ

せ
ん
員
が
、
労
使
双
方
の
主
張
を
確
か
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
あ
っ
せ
ん
案
を
示
し
な
が
ら
、

労
使
双
方
に
働
き
か
け
、
紛
争
の
自
主
的
解
決

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

●
あ
っ
せ
ん
の
実
施
場
所
は
…
…

　

県
下
４
か
所
の
労
政
事
務
所
（
長
野
・
松

本
・
上
田
・
伊
那
合
同
庁
舎
内
）
で
申
請
を
お

受
け
し
、
お
近
く
の
地
方
事
務
所
の
所
在
地
等

で
行
い
ま
す
。

※  

「
労
働
委
員
会
」
と
は
、
労
働
組
合
法
の
規

定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、
公
正
な
立
場
で
労

働
者
と
使
用
者
間
で
の
紛
争
を
迅
速
・
円
満

に
解
決
す
る
専
門
的
で
独
立
の
権
限
を
持
っ

た
機
関
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局（
長
野
県
庁
８
階
）

電　
話　
０
２
６
（
２
３
５
）
７
４
６
８

Ｅ
メ
ー
ル　

roi@
pref.nagano.lg.jp
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10
月
は「
土
地
月
間
」

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」で
す

　
土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重
な

資
源
で
す
。
将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、
明
日

の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土
地
の
有
効
利

用
が
大
切
で
す
。
土
地
の
有
効
利
用
の
実
現
の

た
め
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
出
来
る
限

り
の
取
組
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

土
地
政
策
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
毎
年
10
月
を
「
土

地
月
間
」
と
し
、
10
月
１
日
を
「
土
地
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

●
低
・
未
利
用
地
の
有
効
利
用

●
不
動
産
流
通
の
円
滑
化

●
土
地
情
報
の
利
活
用

●
土
地
境
界
の
明
確
化

　
こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み
よ

い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
一
度
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

実
施
主
体　

  

国
土
交
通
省
、
地
方
公
共
団
体
、

土
地
関
係
団
体
等

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

９
月
・
10
月
は
「
自
動
車
点
検
整

備
推
進
運
動
」
の
強
化
月
間
で
す

　
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
事
故
の
防
止
や
環

境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
常

点
検
・
整
備
、
定
期
点
検
・
整
備
を
確
実
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

国
土
交
通
省
長
野
運
輸
支
局
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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

不
動
産
評
価
等
の
無
料
相
談
会
の

お
知
ら
せ

日
時　
10
月
１
日
㈬　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
上
田
市　
上
田
商
工
会
議
所

日
時　
10
月
２
日
㈭　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

  

佐
久
市　
野
沢
会
館
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）

お
問
い
合
わ
せ
先

㈳
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

電　
話　
０
２
６
（
２
２
５
）
５
２
２
８

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

財
務
省
関
東
財
務
局
長
野
財
務

事
務
所
の
相
談
窓
口
で
す
！

　
長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
財
務
省
の
総
合
出

先
機
関
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
相
談
を
、

無
料
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
相
談
無
料
）。

●
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！
危
な
い
投
資
勧
誘
！　

　
電　
話　
０
２
６
（
２
３
４
）
５
１
２
５

●
借
金
の
返
済
で
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
　

　
電　
話　
０
２
６
（
２
３
４
）
２
９
７
０

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

来
た
れ
！
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
！

長
野
県
農
業
大
学
校

実
践
経
営
者
コ
ー
ス
学
生
募
集

　
長
野
県
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成
26
年
（
２

０
１
４
年
）
４
月
よ
り
総
合
農
学
科
に
「
実
践

経
営
者
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
「
ど
う
い
う
品
目
で
、
ど
の
よ
う
な
農
業
経

営
を
や
る
」
と
い
う
目
標
が
明
確
で
、
就
農
意

欲
が
高
い
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
学
科　
総
合
農
学
科（
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
）

募
集
人
員　
10
名

修
業
年
限　
２
年

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
等
以
上

入
学
試
験　
第
１
次　
11
月
18
日
㈫

　
　
　
　
　
（
筆
記
・
面
接
）

学
費　
年
額
１
１
８
，
８
０
０
円

※  

他
に
諸
経
費
（
教
材
、
寮
費
、
実
習
費
等
）

と
し
て
、
１
年
次
１
０
０
万
円
程
度
、
２
年

次
１
０
０
万
円
程
度

出
願
期
間　
10
月
17
日
㈮
～
11
月
５
日
㈬
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
農
業
大
学
校
農
学
部
事
務
局

〒
３
８
１
─
１
２
１
１

長
野
市
松
代
町
大
室
３
７
０
０

電　
話　
０
２
６
（
２
７
８
）
５
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
（
２
６
１
）
２
１
２
１

E-M
ail

：nogyodai

＠pref.nagano.lg.jp

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

東
信
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
平
成
26
年
10
月
９
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
長
野
県
上
田
合
同
庁
舎　
６
階
講
堂

　
　
　
上
田
市
材
木
町
１
丁
目
２
─
６

講
師　
信
州
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師

　
　
　
弁
護
士　
織　
英
子
氏

演
題　

  「
知
っ
て
お
き
た
い　
働
く
女
性
の
法

律
実
務
」
―
事
例
を
参
考
に
―

申
込
締
切
り　
平
成
26
年
10
月
８
日
㈬

申
し
込
み
・
お
問
合
せ
先

長
野
県
東
信
労
政
事
務
所

電　
話　
０
２
６
８
（
２
５
）
７
１
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
８
（
２
３
）
１
６
４
２

メ
ー
ル　

toshinrosei@
pref.nagano.lg.jp

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う
無
料
相
談
会

日
時　
平
成
26
年
11
月
４
日
㈫

　
　
　
受
付　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　
相
談
時
間
１
件
30
分
ま
で

相
談
内
容

１
．
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
悩
み

２
．
土
地
建
物
に
関
す
る
登
記
等
の
こ
と

会
場　
佐
久
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
佐
久
平
駅
南
）
第
３
会
議
室

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

電　
話　
０
２
６
（
２
３
２
）
４
５
６
６

受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

佐
久
一
日
合
同
行
政
相
談
所

―
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
所
―

　
不
動
産
の
登
記
、
年
金
、
建
築
な
ど
役
所
の

仕
事
に
つ
い
て
の
相
談
、
ま
た
法
律
相
談
な
ど

を
受
け
付
け
る
一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
開
催

し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
事

前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時　
平
成
26
年
10
月
９
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　
　
　
（
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

場
所　
佐
久
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
佐
久
平
駅
南
）
第
５
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
長
野
行
政
評
価
事
務
所

電　
話　
０
２
６
（
２
３
５
）
５
５
６
６
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白樺
高原便り

白樺高原総合観光センター

紅葉狩りに
お出かけください

　白樺高原ではいよいよ秋が深まってきました。10
月中旬から下旬にかけては広葉樹の紅葉が見頃を迎
えます。10月中旬にはすばらしい紅葉が楽しめそう
です。
10月下旬にはカラマツの黄葉も見頃を迎えます。　
　哀愁漂う秋の女神湖、紅葉の白樺高原へぜひお出
かけください。

（第２回デジカメ写真コンテスト入選作品より）
女神に抱かれて

　８月30日㈯・31日㈰の２日間、立科小学校の子どもた
ちが夏休みに取り組んだ工作や自由研究の作品展が、ふる
さと交流館「芦田宿」で開催されました。
　熱心にとりまとめた自由研究や創意工夫がされた工作が
並び、訪れた皆さんは子どもたちの作品に感心されていま
した。

立科小学校夏休み作品展

女神湖感謝祭開催のお知らせ
　秋の紅葉と立科の食を楽しむ感謝祭を下記の日程で開催します。
　ぜひお出かけください。

◆…期　日　10月５日㈰　午前10時から
◆…場　所　蓼科牧場前広場
◆…内　容
【ふるまい】　豚汁のふるまい（10：00〜）
　　　　　　蓼科山麓豚の丸焼きのふるまい 

（13：00〜）
【販　　売】　蓼科牛串焼き、牛スジ煮込み、
　　　　　　地元産野菜、りんごの販売
【イベント】　りんごの長皮むき大会、
　　　　　　３合おにぎり早食い競争、
　　　　　　いがぐり投げ大会など
◆…主　催　蓼科白樺高原観光協会
◆…運　営　たてしなイベントがかり＠蓼人会
お問い合わせは、蓼科白樺高原観光協会（電話　
0267−55−6654）まで
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たてしな保育園の
子どもたち

　１歳、２歳のかわいいお友だちも、先生とスキンシップ
で仲良くなったら、さあ！まねっこしてみよう。「ほら、
じょうずにあしがあがったよ～！」

　模倣あそびを中心に、四肢を使って様々な体の動
きを体験し、バランス感覚をやしなっています。子
どもたちは、うさぎさんになったりへびさんになっ
たりして、元気よくあそんでいます。

　体を動かす楽しみや、できた喜びを知ることができるよ
うに活動しています。特になわとびを使って、ヘビさん跳
び、ボール運びなど、様々な使い方を知り、最終的に跳べ
る目標をもって取り組んでいます。

　集団あそびの中で協調性を育み、コミュニケーションを
とったり、ルールを理解して楽しめるようにしています。特
に、集団あそびやドッヂボールなど競い合うことも組み入れ
ながら、友だちとの関わりあそびを楽しんでいます。

　園では月一回、運動あそびの先生に来園していただき運動あそびを行っ
ています。子ども達が自ら主体的に「あそぶ」ことを全ての活動において
最も大切にしています。これ以外にも、日々の保育に取り入れたり、保護
者に紹介したりと、家庭にも働きかけています。

運動あそび
未満児

年少児

年中児 年長児
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地
広
報
 た
て
し
な

地
球
環
境
保
全
の
た
め
、

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

行　事　予　定 保　　　　　健　
1 水 婦人科検診・骨密度検診

2 木 婦人科検診・骨密度検診

3 金 すずらん学級マレットゴルフ大会

4 土 たてしな保育園運動会

8 水 赤ちゃん相談室　Ｈ 26.7 月生

9 木 婦人科検診

11 土 第39回女神湖歩け歩け大会

14 火 超音波検診

18 土 権現の湯まつり

19 日 第７回中山道ウォーキングinたてしな

22 水 ４・５ヶ月児健診　Ｈ26.5月〜Ｈ26.6月生
10・11ヶ月児健診　Ｈ25.11月〜Ｈ25.12月生

23 木 パパママ教室（栄養について）：予約制

26 日 夏山営業終了

 10 月町民カレンダー
●町県民税（第3期）
●国民健康保険税（第5期）
●介護保険料：普通徴収（第7期）
●後期高齢者医療保険料（第4期）

10月の納税

5 日 高橋医院 佐久市望月 0267−53−2366

武重医院 小諸市 0267−22−0171

東小諸クリニック 小諸市 0267−25−8104

歯科 あしたば歯科医院 軽井沢町 0267−46−3101

12 日 鳥山クリニック 小諸市 0267−26−0308

栁橋脳神経外科 小諸市 0267−23−6131

御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 木村歯科医院 小諸市 0267−23−1515

13 月 矢島医院 小諸市 0267−22−8148
甘利医院 小諸市 0267−22−0729

歯科 おおくま歯科医院 軽井沢町 0267−46−2525

19 日 岡田医院 佐久市望月 0267−53−2123

みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268−61−6002

高橋内科医院 小諸市 0267−23−8110

桜井クリニック 小諸市 0267−26−1188

歯科 宮澤歯科医院 佐久市望月 0267−53−2515

26 日 中島医院 東御市北御牧 0268−67−2777
小諸厚生総合病院 小諸市 0267−22−1070

歯科 渡辺歯科医院 小諸市 0267−23−1100

休日緊急当番医 ●	午前９時～午後５時
　	（歯科		午前９時～正午）

電話 有線

白樺高原総合観光センター 55−6201

中央公民館（事務室） 56−2311 4000

こども未来館（児童館） 56−0248 8888

老人福祉センター 56−1825 4091

立科温泉　権現の湯 56−0606 4126

連絡先

町のデータ	８月 ８月１日～８月31日の状況

立科町役場  電話  56−2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56−2310

人口 7,668（−12） 出生 2
男 3,785（−  2） 死亡 12
女 3,883（−10） 転入 9

世帯数 2,836（−  5） 転出 11

出動
件数

年間
累計

交通
事故 2 12
その他 35 268
合計 37 280

発生
件数

年間
累計

建物
火災 0 1
その他 0 4
合計 0 5

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 0 2

乗物盗 0 1
その他 0 12

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 22.6℃ 23.4℃
最高極日 34.7℃／  7日 34.1℃／10年
最低極日 16.3℃／29日 15.0℃／10年

降　水　量 121.0mm 115.2mm
降水量（1〜8月） 691.5mm 701.0mm
日 照 時 間 122.4時間 197.6時間

人 口 ９月１日現在（８月31日現在届出まで） （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

各種相談日
●結婚相談会　
10月８日㈬
午後１時30分〜３時30分
場所：老人福祉センター
�社会福祉協議会　電話56−1825

●心配ごと相談
10月17日㈮
午前９時〜12時
場所：老人福祉センター
相談員：浦野健司、岩下一平
�社会福祉協議会　電話56−1825

★子育て相談
10月10日㈮、30日㈭
午前８時30分〜午後５時
場所：たてしな保育園
相談員：土屋正一子育て相談員
�たてしな保育園　電話56−0022


